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井上ひで男（いのうえひでお）プロフィール
フリー写真家　1963年大分県大分市出身。
1995年沖縄に移住し、県内各地の祭りや石
獅子を中心に撮影。

東風平町・富盛

　先月号でまだまだ暑いと書きましたが、沖縄も朝夕めっきり涼しくな

りました。この原稿を書いている10月中旬、私も少しずつ衣替えを進め

ているところで、大好きな冬 (？)の到来に心を弾ませています。

　さて、表紙の写真はどなたが撮影されているのかというご質問をたび

たびお受けしますのでここでご紹介をします。いつも素敵な写真を提供

くださっているのは、カメラマンの北島清隆さんです。目次の下にホー

ムページアドレスも掲載していますので、ご覧ください。（ソレイユ）

富盛の石獅子

竃御願の日に区民に拝まれている石獅子

竃御願のお供え物

　
「
地
震　
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火
事　

親
父
」
は
恐

い
物
の
代
名
詞
だ
が
、石
獅
子
の
多
く

が
火
伏
せ
の
神
で
あ
る
こ
と
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ら
、
沖

縄
で
は
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も
恐
れ
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だ
。

　

昔
、富
盛
の
村
は
火
事
が
多
く
、風

水
師
が
占
っ
た
結
果
、
村
は
ず
れ
の
八

重
瀬
岳
が
火
山（
フ
ィ
ー
ザ
ン
）と
い
う

悪
し
き
山
で
、そ
こ
か
ら
火
事
を
起
こ

す
火
霊（
フ
ィ
ー
ダ
マ
）が
や
っ
て
来
る

せ
い
だ
と
わ
か
っ
た
。そ
こ
で
、火
霊
を

食
べ
る
よ
う
に
大
き
く
口
を
開
け
た

石
獅
子
を
造
っ
て
八
重
瀬
岳
へ
向
け
て

置
い
た
と
こ
ろ
、
火
事
が
起
き
な
く

な
っ
た
。一
六
八
九
年
の
事
で
あ
る
。以

来
、
本
島
南
部
を
中
心
に
多
く
の
石

獅
子
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

富
盛
の
石
獅
子
は
最
大
最
古
の
も

の
で
旧
暦
十
月
一
日
に
は
竃
御
願
（
カ

マ
ウ
ガ
ン
）で
拝
ま
れ
、火
山
と
し
て
恐

れ
ら
れ
た
八
重
瀬
岳
は
今
で
は
南
部

の
桜
の
名
所
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
。

　「那覇が唄う　那覇が踊る　青年達の島心」をテーマ
に、「第 13回なは青年祭」が、9月10日・11日に開催
されました。この祭りは、那覇市内で活動する青年団体の
エイサー・伝統芸能等の演舞を通じて、青年の相互交流、
地域興しの一助として、那覇市青年団体連絡会の主催で
毎年 9月に開催するものです。
　今回は連絡会加盟の青年団体の演舞はもちろん、地域
子ども会のエイサー・太鼓演舞、県内ストリートダンスグ
ループによるダンスバトルやサルサバンド「パルティー
ダ」（カチンバ 1551ピックアップバンド）のライブを実施。
台風の影響であいにくの空模様の中、青年達の熱気あふ
れる演舞に会場は大盛況。200発の花火が最後に大空を
彩って閉幕しました。

「第13回なは青年祭」
那覇が唄う　那覇が踊る　青年達（にーせーたー）の島心（しまぐくる）
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11/5・6

11/26・27

11/19・20
児童虐待防止について
児童虐待の現状と課題を提示すると共に、子育てに負担や不安を
感じる家庭に対して、子育て支援の取組みを紹介します。（イチャリ
バチョーデーはお休みします）

離島フェア2005
離島の産業振興等を支援する同フェアへの取り組みとフェア参加
者の意気込みを伝えます。

行革大綱の策定の県民意見の聴取
新たに策定する次期行政改革大綱に向けての取り組みを伝え、県
民の皆様の意見を募集します。

11第1週 第3週

第4週

11/12・13
ＢＣＧ等の予防接種について
法律の改正による、新たなＢＣＧの接種方法等を紹介すると共に、
その他必要な予防接種についての情報をお届けします。

第2週

■沖縄県広報番組ホームページ　http://www.pref.okinawa.jp/umanchuhome/

「郷愁漂う歌声に酔う・第　 回デンサ節大会」

　「第15回デンサ節大会（同実行委員会主催）」
が去る9月24日、西表島中野わいわいホール
で開催され、町民や観光客が多数詰め掛け、郷
愁漂うデンサ節の歌声に酔いしれました。
　同大会は、教訓歌として広く愛唱されるデンサ
節の心を、後世に正しく継承発展させることを目
的に平成 3年度より開催し、今回で15回目。過去 14回の最優秀賞者及び
優秀賞者らを一堂に会しての記念大会となる今大会は、地元の子どもデンサ
節同好会の斉唱で幕を開け、続いて子ども歌唱の部 5名、一般の部 18名
がデンサ節を熱唱。場内は指笛や拍手が飛び交いました。また、町指定無形
民俗文化財舞踊「不原ヌデンサ節」も披露され、参加者全員のデンサ節斉唱
でフィナーレを飾りました。
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